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は じ め に

子どもの自立心を育成し、心身の調和のとれた発達を図るためには、子ども

の生活習慣をよりよいものに整えていくことが不可欠です。また、生活習慣を

整えるための環境基盤は家庭にあることから、家庭教育の自主性を尊重しつつ、

保護者に対する学習の機会や情報を提供していくなど、家庭教育を支援するた

めに必要な取組みの充実が求められています。

一方では、子どもの生活リズムや放課後の過ごし方等、子どもの育ちという

点から一日の過ごし方を見ていくと、就寝時刻やスマートフォンの使用等にお

いて、子どもの育ちを阻む要因や課題が指摘されるようになり、家庭における

子どもの生活のあり方について、改めて見直す必要があると言われてきており

ます。

子どもの学力や気力・体力をバランスよく育むための素地として生活習慣の

定着があげられます。毎日の生活の中で営まれる行為、例えば「食べる」こと

や「眠る」ことも、子どもの発達という点から見れば大きな意義を有する行為

であると言えます。また、そうした行為が主に家庭で行われることから、これ

らの行為を良い方向に導く役割は保護者の皆様に委ねられているとも言えます。

望ましい生活を子どもたちに過ごしてもらえるように、子どもの生活習慣に関

わるその具体的なあり方や方向性を指し示すのがこの「子どもの生活習慣に関

する指針」です。一見すると当たり前のことを当たり前のように述べているよ

うに感じるかもしれませんが、保護者の皆様には子どもの生活習慣や環境を改

めて見直す機会をもち、子どもの力を育む土台・根っこの部分である日々の生

活のあり方に目を向けていただきたいと考えています。

本指針が、子どもたちの生きる力を育むための土台づくりとして活用される

とともに、各家庭において子どもの生活習慣を改めて振り返り、子どもたちに

とってより望ましい環境づくりがなされるよう、市町村教育委員会や各種関係

機関が連携をさらに深め、家庭教育に関わる支援の充実が図られるきっかけと

なるよう期待しているところです。そして、子どもたちの心身の健やかな成長

を一家庭のみならず、地域全体で見守り育てていく気運を高めていければ幸い

です。県民の皆様のなお一層の御理解と御協力をよろしくお願い申し上げます。

結びに、本指針の策定について、多大な御協力と貴重な御意見を賜りました

県民の皆様、「子どもの生活習慣に関する指針」策定に御尽力をいただきました

関係各位に対し、深く感謝申し上げます。

平成 30年３月
山形県家庭教育支援検討部会
山 形 県 教 育 委 員 会





子どもの生活習慣に関する指針

１ 趣 旨

本指針は、教育基本法に示されている、「子どもが生活習慣を身につけ、心身

の調和のとれた発達を図る」ため、各家庭に生活習慣について見直すことを促

すとともに、家庭と学校、地域がそれぞれの果たすべき役割と責任を自覚し、

社会全体で子どもたちの生活習慣づくりを見守っていこうとする気運を高めて

いくことをねらいとしています。

２ 指針策定の視点

全国学力・学習状況調査から浮かび上がった本県の子どもの実態を踏まえ、

指針策定の視点を以下の３つに整理しました。

山形の子どもたちの生活習慣に関する実態のうち、全国に比して顕著なもの

を 10 項目取り上げました。「優れている点」は「山形の子どもたちの特長」と
してさらに伸ばしていく方向で、「改善を要する点」は、その根拠を示しながら

改善に向けての方針を明らかにして「目指す子どもたちの姿」を示すこととし

ました。

（１）指針策定の視点

①基本的生活習慣の中で、普遍的なものを身につける。

②学習状況調査から、山形の子どもたちが優れているところを伸ばす。

③学習状況調査から、課題となる点を改善する。

（２）指針作成の骨子としてとりあげる項目（上記３つの視点との関連）

・あいさつを自ら気持ちよくすること…①

・早寝、早起きをすること…①②

・朝ごはんを確実に取ること…①②

・学校や家庭のきまり、友だちとの約束を守ること…②

・地域等の行事に関心をもつこと…②

・家庭で、授業の予習や復習をすること…②

・充実した家庭学習をすること…③

 ・長時間のテレビ（ＤＶＤ・ビデオ含む）視聴をすること…③

・長時間、ゲームに興じること…③

・日常的にある程度まとまった時間、読書をすること…③
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３ みんなで取り組む生活習慣づくり「やまがた子育ち５か条」

子どもの生活習慣に関する指針 

みんなで取り組む生活習慣づくり 

「やまがた子育ち５か条」 

１ 身に付けよう 早寝早起き朝ごはん 

知力・体力 朝から全開 

２ こつこつやろう わが家の学び 

毎日続けて 知力を耕す 

３ 心をつなごう 親子の対話  

よさを引き出す あったかことば 

４ かしこく付き合う ＴＶやスマホ  

しっかり守ろう わが家のルール 

５ 体験しよう 地域の中での豊かな学び  

                郷土で培う人間力
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（１）早寝早起きの規則正しいリズムは、質の高い睡眠により、丈夫な体にし

たり、調子を整えたりするのに必要なホルモンが分泌されます。特に、

成長ホルモンが大量に分泌されるのが夜１０時頃からと言われていま

す。睡眠時間の確保とともに、決まった時刻に早く寝ることが大切です。 

（２）朝ごはんをしっかりとることで、脳の唯一のエネルギー源であるブド 

ウ糖をチャージします。学習や運動の効果を高めるとともに、落ち着き

ある生活のもととなります。 

（３）朝、気持ちよく起きる、朝ごはんをおいしく食べるためには、前日早く

寝ることが欠かせません。「早寝」「早起き」「朝ごはん」の習慣を一体

的に改善していくことが大切です。 

（１）家庭での学習習慣（宿題、読書、自主学習等）の定着は、学習内容の定

着につながります。日々の積み重ねを習慣化させることは、自ら進んで

学習する態度を育てていきます。 

（２）習慣化させるためには、①いつもの時間に始める、②いつもの場所で  

始める、③子どもの努力を見逃さず褒める等、親として手助けできると

ころに十分にかかわってほしいものです。 

 （３）お子さん自身が家庭学習を習慣化できるようになるまで、保護者とし

て見守っていきましょう。必要に応じて手を差しのべることも大切で

す。やがてお子さん自身が自立し、自分の力でできるようになるまで、

寄り添う姿勢を持ちたいものです。 

（４）読書は、その人の世界観を広げてくれます。自分で読む力を付けるま  

では、読み聞かせによって読書活動の楽しみ方に触れさせることができ

ます。純粋にストーリーを楽しむことに加え、語感を磨く、語彙を増や

す、文字や言葉の理解を深める、文章構成力を高める、知識を豊かにす

ること等、様々な力を目覚めさせ、伸ばしていきます。 

２ こつこつやろう わが家の学び 毎日続けて 知力を耕す

１ 身に付けよう 早寝早起き朝ごはん 知力・体力 朝から全開 
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（１）子どもたちのコミュニケーション能力は、親子のスキンシップや家族で

の団らんが土台となり、様々な人との交流や体験を通して、自らの実

感・納得や感動を経験することによって育まれていきます。 

（２）集団生活の中で友達と一緒に学習したり遊んだりするための基本ツー 

ルとして、あいさつ、返事、正しい言葉づかいを身に付けたいものです。

コミュニケーション力を育むための基礎基本です。 

（３）子どもの言語環境をつくる中で最も身近な存在は、保護者です。保護者

として子どもに身に付けさせてあげたいことは、保護者自身が生活の中

でその姿を見せることです。 

（１）山形県の子どもたちは、テレビ視聴（ＤＶＤ視聴含む）に長時間費や  

す割合が全国と比べて高い傾向にあります。最近の脳科学の研究では、

ＴＶ、ゲーム、スマートフォン等の使用時間によっては、学習の効果を

打ち消してしまうという結果 1もあるようです。各家庭でのルールづく

りはもちろん大切なことです。 

（２）きまりを守ることや節度を保つことは、自分を律する強い精神を育みま 

す。また、きまりを守る子はみんなに愛され、自己肯定感が高まります。

自分で判断力を磨く生活の繰り返しが、子どもの自主性を高めます。 

（３）スマートフォン等の節度ある使い方をお子さん自身に身につけさせたい

と願うならば、保護者自身がその模範となる姿を示していきましょう。 

（１）子どもの頃の「自然体験」や「地域活動」等の体験が豊富な人ほど、「何

事にもチャレンジしてみたいという意欲」や「規範意識」「人間関係能

力」が高いという調査結果 2があります。

（２）学校での学びを生かす場、社会性を身に付ける場として、地域行事に積

極的に参加させましょう。人とのコミュニケーションを磨く場です。

 （３）山形には先人が受け継ぎ、守り育んできた素晴らしい文化があります。

優れた山形の文化に子どものうちから触れさせていきたいものです。そ

して、山形に誇りをもち、自分の郷土を愛する芽を育てていきたいもの

です。

５ 体験しよう 地域の中での豊かな学び 郷土で培う人間力

４ かしこく付き合う ＴＶやスマホ しっかり守ろう わが家のルール 

３ 心をつなごう 親子の対話 よさを引き出す あったかことば

1 川島隆太監修 横田晋務著 「やってはいけない脳の習慣」青春出版社
2 国立青少年教育振興機構 「子どもの体験活動の実態に関する調査研究」
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４ 「やまがた子育ち５か条」の活用について

（１）保護者への学習の機会

子どもの生活習慣を見直すきっかけとして最も影響を与えやすいのは、保護

者の皆さんです。子どもに身につけさせたいことは親が模範となり、家族みん

なで取り組もうとする、強いリーダーシップを発揮していくことが大切です。

各家庭に指針の情報が行き渡るよう、これまで培ってきた家庭教育支援に関

する推進体制及び取組みの機会を最大限活かしていきます。

（２）県家庭教育アドバイザーによる講座・研修 

山形県教育委員会では、家庭教育支援について豊富な経験と知識を持ち、県

が推し進める事業等について専門的な立場で協力くださる方を「県家庭教育ア

ドバイザー」として委嘱し、県事業や市町村が実施する保護者向け講座等で活

動していただいています。

県家庭教育アドバイザーの方々には、「子どもの生活習慣に関する指針」の推

進役として今後活動していただく予定です。各種研修会では、「指針」の趣旨や

理念について十分に御理解いただいたうえで、「親としてのかかわり方」等、具

体的な講話や相談を実施します。

【参考：平成 30年度 県家庭教育アドバイザー数 県内 30名】

幼稚園・保育所・認定子ども園・小学校・中学校において

・ＰＴＡ総会  ・ＰＴＡ研修会  ・学年懇談会  ・学級懇談会 

・母親委員研修会  ・入学説明会  ・就学時健診  ・親子学習

地区での学習、研修の機会において

・県及び地区単位のＰＴＡ研修会  ・地区座談会  ・学区懇談会

・やまがた子育ち講座  ・幼児共育ふれあい広場

・企業等への家庭教育出前講座  ・家庭教育支援フォーラム

・スポーツ少年団（市町村における研修会・育成母集団ごとの研修会）

その他

・市町村で実施される乳幼児健康診査

・青少年育成市町村民会議

・職場の研修

5



５ 指針の策定に至るまでの経過

県民視点での指針策定となるよう、各方面の代表者で構成されている山形県

家庭教育支援検討部会の委員より、本指針の策定にかかる策定委員として務め

ていただきました。平成２９年６月から１０月までの間に計３回に渡りその検

討を重ねてきました。

山形県家庭教育支援検討委員（策定委員）

 大学教員、医師、子育て支援関連 NPO法人代表、県 PTA連合会代表
 県連合小学校長会代表、県家庭教育アドバイザー地区代表者（４名）

 県子育て推進部次長（兼）子育て支援課長、県教育庁義務教育課長

（１）策定委員会における主な協議事項 

○第１回（平成 29 年 6 月 13 日開催） 

「策定委員会の立ち上げについて」「指針策定の趣旨説明」 

「指針の骨子について」「策定委員の意見聴取」 

○第 2回（   同年 8 月 30 日開催） 

「意見の整理・確認」「事務局案①に対する策定委員の意見聴取」 

○第 3回（   同年 10 月 31 日開催） 

   「事務局案②に対する策定委員の意見聴取」 

「策定委員による指針に掲げる 5項目の整理」 

策定委員会の提言を反映させた事項 

・できる限り保護者へ呼びかける形式で標語を作成すること。 

 ・親が子を認めることなど、子どもの自尊感情を育めるようなものも明記

すること。 

 ・先輩の成功体験を盛り込むこと。 

 ・小さいときからの言語環境を整えるはたらきかけを盛り込むこと。 

 ・親が子どもの模範となることを、改めて提言すること。 

・「子どもの学ぶ意欲」を高めるための提言を盛り込むこと。

・保護者に押し付ける形ではなく、保護者ができているところを認められ

るよう、重点 5 項目についてはさらに具体的な行動様式レベルでチェッ
クできるようにすること。

・保護者に提示する学習資料は A４判では大きすぎる、女性（母親）でも手
軽に扱うことのできるサイズを考慮すること。 
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（２）山形県総合教育会議での意見 

○第４回山形県総合教育会議（平成 28 年 10 月 31 日開催） 

テーマ「学力向上に向けた家庭教育の充実」に関する協議 

○第６回山形県総合教育会議（平成 29 年 10 月 30 日） 

テーマ「確かな学力の育成」に関する協議 

（３）山形県社会教育委員の会議での意見 

○第 182 回山形県社会教育委員の会議（平成 30 年 2 月 15 日開催） 

これら諸会議での協議事項を踏まえ、その具現の在り方を検討するとともに、

子どもの生活習慣改善に効果的な方策を打ち出しました。

県総合教育会議の提言を反映させた事項 

・積極的に活用してもらうような取組みを提示すること。

・TV視聴等の家庭のルールづくりを訴えていくこと。
・全国学力・学習状況調査のデータを活用し、望ましい生活習慣について

わかりやすく情報発信すること。

・家庭学習の取り組み方について、情報発信すること。

・家庭教育支援について、各家庭に周知徹底、認知の必要性を考慮するこ

と。

 ・家庭、地域、学校の連携による推進を図ること。

県社会教育委員の会議の提言を反映させた事項 

・家庭の中で「みんなで取り組んでいこう」となるよう、親も子どもと一

緒に取り組んでいくことが大事であるということを訴えていくこと。

 ・自然体験の重要性も加えて盛り込むこと。
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参考１ 第６次山形県教育振興計画との関連 

「第６次山形県教育振興計画」では、家庭教育の主な取組みとして、

 「社会全体で家庭教育に取り組む気運の醸成」

「子どもの発達に応じた親等への学習機会の提供・充実」

について掲げており、PTA や保護者会、企業・団体等に対して、それぞれ家庭
教育に関するテーマを掲げ、具体的な取組みを進めるよう啓発するとともに、

要請に応じて県家庭教育アドバイザーを派遣し、社会全体で家庭教育を大切に

するとしています。本指針が、子どもの生活習慣を見直す運動として発展する

ことや保護者に対する情報提供用の資料として活用されるこが期待されます。

参考２ 保護者のニーズとの関連 

 山形県教育委員会では、家庭教育に関する保護者の学習機会として、「やまが

た子育ち講座」を行っています。参加した保護者の方々のアンケートからは、「子

育てや家庭教育に関する『不安』や『悩み』」に関して、「子どもの生活習慣」

と回答した保護者が全体の 47.9％を占めることがわかりました。子どもの日常
的な生活習慣について、直接的に関わる立場でありながら、半数近くが何らか

の不安を保護者自身が抱えたまま生活しているということになります。このよ

うな家庭の状態に対し、不安を解消できるようにするための具体的な支援が必

要となっています。

平成 28年度 やまがた子育ち講座アンケート（回答者数 5,669 名・複数回答）

11.9%
2.0%

9.6%
13.0%

17.4%
21.5%

25.2%
28.9%

40.0%
47.9%

特に不安や悩みはない

その他

配偶者の子育てへのかかわりや考えの違い

子どもの健康

子どもの行動

経済的なこと

子どもとのかかわり方

子育てと仕事の両立（接する時間）

子どもの学校生活

子どもの生活習慣

子育てや家庭教育に関する「悩み」「不安」
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参考３ 

「『いのち』輝く７つの約束」との関連 

平成 24年に山形県教育委員会が策定した
「やまがた教育の日」の趣旨では、学校、 

家庭及び地域の連携・協力の下、本県教 

育の充実に向けた取組みを推進すること 

により、未来の山形を担う心豊かでたく

ましい子どもたちを育成することを掲げ

ており、本指針の趣旨と合致します。ま

た、「『いのち』輝く７つの約束」の理念

を継承しつつ、その７番目に掲げられて

いる項目「わが家の約束」として具体的

に各家庭で取り組む参考事例となるよう、

積極的に活用いただくことを念頭に置き、

指針策定において検討を重ねてきました。

○やまがた教育の日 

○「いのち」輝く ７つの約束 

参考４ 

○教育基本法

（家庭教育）

第 10条 父母その他の保護者は、子の教育について第一義的責任を有するもの
であって、生活のために必要な習慣を身に付けさせるとともに、自立心を育成

し、心身の調和のとれた発達を図るよう努めるものとする。

（学校、家庭及び地域住民の相互の連携協力）

第 13条 学校、家庭及び地域住民その他の関係者は、教育におけるそれぞれの
役割と責任を自覚するとともに、相互の連携及び協力に努めるものとする。

https://www.pref.yamagata.jp/bunkyo/kyoiku/chu/7700001yamagata-kyoikunohi.html

これらについての情報は、下記の URL のサ

イトを御覧ください。 
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